










はじめに 

脳障害児の早期発見・早期療育に対する認識は普編化し,その実際的活動も軌道に乗ってき

たといえよう。障害児の施設収容指向が近年とくに弱まってきたが,これに加えて乳児期に

発見される障害児は,その障害又は症状の未分化ないわゆる危険児を多く含んでおり,その

年齢的条件からも施設収容の対象になりにくくなっている。 

従って障害児の早期発見・早期療育の観点からみると,必然的に通園がその主たる機能を有

することとなる。 

昨年度の報告では,当通園施設における通園児のうち,乳幼児を対象として運動発達の時間

的経過と,訓練開始時年齢との関係について調べ報告した。その結果は,これまでの幾つか

の報告と同様に,乳児期からの訓練がその運動機能の発達・改善に大きく関与していること

を確認することができた。 

障害児が家庭の中で家族の一員としての位置を保ちつつ必要な療育サーヴィスを受けるこ

とができれば,その子の心身発達にとって,施設入所に勝ること数段といえよう。 

しかし,一方通園によって家族に時間的,経済的,人的条件などに無理を生ずる可能性のあ

ること,施設入所では可能な療育の一貫性が通園では困難になることなども考えられる。こ

れらに伴うマイナス条件を除きうるならば,通園療育の利点は倍加されるものと考えてよ

い。 

以上のようなことから,われわれは都立多摩療育園を現在利用している障害児の中から

105 名を無作意に選び出し,通園の背景にある家族的,家庭的条件とこれに附随する幾つか

の事項について調査した。 

とくに通園に伴うマイナス条件はどのようなものであるかを知り,施設がこれにどのよう

に対処しうるかを考える手懸りとすることを目的とした。 


